
 

 

 

                                                                          

 

 【教育指針】礼・学・体 

【校訓】かしこく 強く 美しく 

【教育目標】いつまでも続く未来を創るために、自ら考動する子どもの育成 

【学校経営スローガン】「子ども一人一人が輝き、笑顔があふれ、毎日来たくなる学校」 
 

スマホが学力を｢破壊｣する､成績不振は勉強不足や寝不足ではなかった新事実 

中高生 4人に 1人が｢ネット依存｣の恐ろしさ」 
東北大学応用認知神経科学センター助教 榊 浩平 東洋経済 education × ICT編集部の記事から 

早くも７月に入り、子どもたちが楽しみにしている夏休みまであと１７日となりました。夏休みになると子どもたちの時間が増え、心

配なのは、このタイトルにあるように「ゲーム依存」「スマホ依存」になる、またはますます“依存度”が増すことです。総務省の調査結果

（『令和 5年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書』）によると、2023年時点でインターネット依存傾向の人

の割合は 7.4％と報告されています。年代別に見ると 10 代が最も高く、24.8%と過去最高の数値となっています。実に中高生の 4

人に 1 人がネット依存の疑いがあるのです。「スマホを触ってばかりいると成績が下がる」——。その原因を、「スマホを使用している

分だけ勉強や睡眠にあてる時間が短くなるから」だと考える人は多いでしょう。しかし、東北大学加齢医学研究所が宮城県仙台市教育

委員会と共同で行っている調査からは、ある驚くべき結果が得られたというのです。 

ネット依存の代表的な症状として、不安や抑うつ、イライラなど、精神に不調が表れます。また、睡眠不足や生活リズムの乱れを伴

い、遅刻や欠席が多くなります。家族や友人との衝突も増え、社会的に孤立してしまうこともあります。一般的に、依存対象と接し始め

る時期が早いほど、依存症のリスクは高まります。そのため、お酒やたばこは 20 歳まで禁止されているわけです。依存性のあるもの

と上手に付き合うためには、自分をコントロールする自己管理能力が必要です。私たちのおでこの裏側には「前頭前野」という脳の領

域があります。前頭前野は、知的な活動をする上で必要な「認知機能」や、社会生活を営むうえで必要ないわゆる「非認知能力」を支え

ています。前頭前野のはたらきによって、ヒトは感情や行動を理性的に制御することができます。しかし、未成年の前頭前野は発達の

途上にあるため、自分をコントロールすることが成人よりも難しいのです。 

スマホが学力を「破壊」している 

「スマホをたくさん使う子は勉強をしないから、あるいは寝不足だから、学力が低いのは当然だろう」と考えられていました。しかし、

勉強と睡眠の影響を考慮した分析をした結果、驚くべき事実が明らかとなったのです。 

平日 1 日当たりのスマホ等の使用時間が「1 時間未満」の子どもたちでは、勉強・睡眠時間と成績の関係は、たくさん勉強をしてい

てかつ、たくさん寝ている子どもたちほど、成績が高いことがわかりました。スマホ等の使用時間が長くなればなるほど、学力が下が

っています。衝撃的なのは「3時間以上」の子どもたちで、偏差値５０以上は一人もいません。この結果からわかることは、スマホ等を 1

日 3 時間以上使用している子どもたちは、どれだけ勉強を頑張って、きちんと寝ていたとしても、成績が下位に沈んでしまっている

ということです。 

つまり、スマホをたくさん使う子どもたちは勉強をしないから、あるいは寝不足だから成績が低いというわけではなかったのです。

スマホ等の使用は子どもたちの学力に直接的な悪影響を与えている可能性が高まってきたのです。スマホに依存することなく、便利

な道具として活用するためには、前頭前野を鍛え、自己管理能力を育てることが大切です。急速に進歩を遂げる科学技術に対して、人

間の「心」も共に進歩しなくてはならないのです。 

 
＜令和 7年度校内研究テーマ＞ 

「麻生田 ESDの視点に立ち、自ら考動し、つながり合うことができる子どもの育成」 

～ワクワクがつながる・つづく授業を目指して～    学力向上  

～自分に気づく、未来を築くキャリア教育～     夢や希望を持てる人に 
６月２３日（月）校内研究で、６年２組で担任の林先生、ALTブランドン先生の外国語の研究授業を全職員で参観しました。 
                  さすが６年生、タブレットを上手に使い、英語で自然なやりとりができていました。

ブランドン先生の英語にもすぐ英語でリアクションすることができる姿にびっくりで
す。林先生もたくさん英語を使って授業をされました。英語を使ってやりとりする６
年生の姿に素晴らしい成長を感じました。私たち職員は、子どもたちが授業で「ワク
ワクする」場面、対話する場面を作り、「わかった！できた！」のある授業づくりに
取り組んでいます。日頃の授業を通して、子どもたちの学力向上を目指します。そし
て、子どもたちには将来「なりたい自分」をイメージし、夢や希望を持てる人になっ
てほしい。小学校でのキャリア教育では、学級・学校・家庭・地域社会などにおける
様々な活動を通して、将来設計のもとになる「夢や希望」をはぐくみ、目標の達成を
目指して工夫し、努力することの大切さを体得させ、子どもたちの自信や自己肯定感
を高めていくが大切です。今いつ何が起こるか予測不能な時代。子どもたちが学校生
活で、自分の責任を果たすこと、お互いに支えあっていくことの大切さを集団生活で
学び、勉強をしておくことで将来の選択肢の幅を広げてほしいと願います。  
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